
令和６年度 宮崎県公立小・中・義務教育学校初期研修（南部教育事務所）

期日：令和６年１１月１５日（金）

会場：南九州大学都城キャンパス

総合的な学習の時間とは

10

13

金



はじめに

問い

本日のキーワード①



はじめに

講義・演習
「総合的な学習の時間とは」

講義① 「総合的な学習の時間とは」
【３０分】（10時４５分 から １１時１５分 まで）

講義② 「総合的な学習の時間の実践」
【４５分】（1１時１5分 から 1２時００分 まで）

演習① 「総合的な学習の時間の実践」
【４０分】（1３時００分 から 1３時４０分 まで）

演習② 「総合的な学習の時間の授業づくり」
【７０分】（1３時５０分 から 1５時００分 まで）



講義①の内容

（１） 「問い」 とは

（２） なぜ、総合的な学習の時間なのか

（３） 指導のポイント



（１） 「問い」とは

ひなたの学び

ひ

な

た

ひとりひとりが 問いをもち

なかまとなって 学び合い

たかめよう 深く考える力



（１） 「問い」とは



（１） 「問い」とは

「問い」は、ひとりひとり違う

「問い」のスキルを身に付ける

「不思議だな・・・」
「慣性の法則が関係しているのかな・・・」
「風船と空気の違いはなんだろう」



（１） 「問い」とは

探究のプロセス



（２） なぜ、総合的な学習の時間なのか

●令和６年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）文部科学省・国立教育政策研究所

主体的・対話的
で深い学びに
取り組んだと
考える児童生徒
ほど、各教科の
正答率が高く、
自分で学び方
を考え工夫 
している。 



（２） なぜ、総合的な学習の時間なのか

総合的な学習の時間

教科の補充学習
の時間？

行事の準備や
予行練習の
時間？



（３） 指導のポイント

１. 学習過程を探究的にすること

学習指導要領改訂の趣旨を実現するための
具体的な学習指導のポイント

２. 他者と協働して主体的に取り組む学習活動
にすること



（３） 指導のポイント

1.学習過程を探究的にすること

①【課題の設定】

体験活動などを通して、課題を設定し課題意識をもつ

②【情報の収集】

必要な情報を取り出したり収集したりする

③【整理・分析】

収集した情報を、整理したり分析したりして思考する

④【まとめ・表現】

気付きや発見、自分の考えなどをまとめ、判断し、表現する



（３） 指導のポイント

1.学習過程を探究的にすること

• いつも①～④が
順序よく繰り返
されるわけでは
ない

• 順番が前後する
こともある

• 一つの活動の
中に複数のプロ
セスが一体化し
て同時に行われ
る場合もある探究的な学習における児童生徒の学習の姿



（３） 指導のポイント

1.課題の設定

※ 児童生徒が自ら課題をもつこ
とが大切だからと言って、教師は

 何もしないでじっと待つのではな
く、教師が意図的な働きかけをす
ることが重要「課題の設定」で配慮すること

（『今、求められる力を高める総合的な学
習の時間の展開』中学校編p.29）

• 人、社会、自然に直接関わる体験活
動を重視し、学習対象との関わり方
や出会わせ方などを工夫すること

• 事前に児童生徒の発達や興味・関
心を適切に把握すること

• これまでの児童生徒との考えとの
「ずれ」や「隔たり」、対象への「憧
れ」や「可能性」を感じさせるように
工夫すること



（３） 指導のポイント

2.情報の収集

• 目的を明確にして調査をした
りインタビューしたりするような
活動では、自覚的に情報を収
集している

• 体験活動に没頭したり、体験
活動を繰り返したりしている時
には、無自覚のうちに情報を
収集していることが多い

「情報の収集」で配慮すること

• 学習活動によって「数値化した情
報」、「言語化した情報」、「感覚的
な情報」など、収集できる情報の違
いがあることを意識すること

• 課題解決のための情報の収集を自
覚的に行うこと

• 収集した情報を適切な方法で蓄積
すること

• 各教科等で身に付けた資質・能力
を発揮して情報を収集すること



（３） 指導のポイント

３．整理・分析

• 収集した情報は、それ自体
はつながりのない個別な
もの

• 収集した情報を比較した
り、分類したり、関連付けた
りして情報内の整理を行う
ことこそ、情報を活用した
活発な思考の場面である

「整理・分析」で配慮すること

• 児童生徒自身が情報を吟味すること
• どのような方法で情報の整理や分析
を行うのかを決定すること

※「考えるための技法」を用いた思考を
可視化する思考ツールの活用や各教
科等との関連を図ることを意識する



（３） 指導のポイント

4.まとめ・表現

（『今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開』小学校編ｐ．４8、中学校編p.５０）

• 自分自身の考えとしてまとめたり、
他者に伝えたりする学習活動を
行う

• 児童生徒の既存の経験や知識と、
学習活動により整理・分析された
情報とがつながる

• 課題がより一層鮮明になったり、
新たな課題が生まれたりしてくる

「まとめ・表現」で配慮すること

• 相手意識や目的意識を明確に
してまとめたり、表現したりする
こと

• 情報を再構成し、自分自身の
考えや新たな課題を自覚でき
るようにすること

• 伝えるための具体的な方法を
身に付け、目的に応じて選択し
て使えるようにすること

• 各教科等で身に付けた表現方
法を積極的に活用すること



（３） 指導のポイント

ICTの活用

文部科学省 「生活科・総合的な学習（探究）の時間の指導におけるＩＣＴの活用について」



おわりに

・ 探究のプロセス

課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現

・ 「問い」をもたせる工夫

・ 主体的・対話的で深い学び

・ 考えるための技法やICT活用



おわりに

参考文献 等
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